
■　南海トラフ地震時幡多圏域（Ａブロック：四万十市・黒潮町大方/Ｃブロック：黒潮町佐賀）医療救護体制イメージ図
＊救護病院：【四万十市】四万十市民病院、木俵病院、竹本病院、森下病院、中村病院、西土佐診療所（計530床）／【黒潮町大方】四万十市民病院（99床）　※病床数は平成29年12月31日現在、医師数は常勤医師数。

＊黒潮町佐賀（Ｃブロック）については、須崎福祉保健所における中土佐町・四万十町ブロックの医療救護体制に含まれる。 ＊災害医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀーは県知事が任命(｢高知県災害時医療救護計画」15頁)、災害医療ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰは市町村長が適宜任命（「同計画」６頁）。

（ブロック内の移動） （ブロック外・圏域内への移動）

（入院患者の移動） （圏域外への移動）

■　被害想定（Ｌ１：冬の深夜）：Ａブロック ※　１日後の避難者数

赤 黄 緑 計 ＊黒潮町大方・佐賀の被害想定（推計）は、平成17年

四万十市 100 100 200 700 1,000 4,300 　国勢調査の佐賀町・大方町の人口比率に基づく。

黒潮町大方 71 36 72 252 360 2,896 【黒潮町佐賀】

計 171 136 272 952 1,360 7,196 ＊死者数：２９人、負傷者数：１５０人（赤15人、

■　津波浸水による医療機関等の被害想定（Ｌ２）：Ａブロック （か所） 　黄30人、緑105人）、避難者数※：１，２０４人

医療機関等

市町村 浸水なし 浸水あり 計 浸水なし 浸水あり 計

四万十市 8 0 8 5 0 5 
黒潮町大方 0 0 【黒潮町佐賀】

計 8 0 8 5 0 5 ＊病院・有床診療所：なし

※　黒潮町佐賀：無床診療所４か所（浸水なし２：うち出張診療所１、浸水あり２：うち出張診療所１含む）、薬局あり1か所(浸水あり1)。

医療機関等

市町村 浸水なし 浸水あり 計 浸水なし 浸水あり 計

四万十市 13 1 14 19 1 20 【黒潮町佐賀】

黒潮町大方 1 1 2 0 1 1 ＊無床診療所：２か所（うち津波浸水１か所）

計 14 2 16 19 2 21 ＊薬局：1か所（うち津波浸水１か所） ＊黒潮町の救護病院は、四万十市民病院（四万十市）とくぼかわ病院（四万十町：災害拠点病院）の２つ。

負傷者

病院 有床診療所

無床診療所 薬局

市町村 死者数 避難者※

四万十市

黒潮町大方

拡大

四万十市内浸水予測図

木俵病院（90床）、森下病院（131床）

渡川病院

（180床）

中村病院

（60床）

四万十市民病院

（99床）

竹本病院（131床）

四万十市役所

幡多福祉

保健所

幡多病院

（45床）

吉井病院（40床）

◆救護病院①

　（四万十市民病院）：99床

幡多福祉

保健所

四万十

市役所

◇西土佐診療所（19床）

　（救護病院⑥）

★災害拠点病院
　（幡多けんみん病院：355床）

＊診療所（有床）：５か所
（浸水なし）、医師６名
＊診療所（無床）：１４か所

（うち浸水１か所）、医師１７名

薬局：２０か所（うち浸水１か所）

＊診療所（有床）：なし

＊診療所（無床）：２か所

（うち浸水１か所）、医師２名

搬送（連携・調整）

薬局
１か所（うち浸水１か所）

黒潮町佐賀

（Ｃブロック）

くぼかわ病院

（172床）

愛媛県

？

●医療救護所

（病院前）

◆①以外の救護病院②～⑤

②木俵病院、③竹本病院

④森下病院、⑤中村病院（計：412床）

救護病院以外その他病院（３）

渡川病院（180床）、幡多病院（45床）、

吉井病院（40床））：計265床

有床診療所（４か所※）

　⇒　61床

無床診療所（１３か所※）

※　津波浸水１か所を除く

協力 協力

連携・調整

「赤」・「黄」（主として「赤」）

「赤」・「黄」

＊市街地からの

　　傷病者

＊沿岸部

からの

傷病者

＊黒潮町大方から

の傷病者

＊入院患者のうち、一部「赤」市民病院へ

＊その他病院の一部入院患者の受入
　　（可能な範囲で）

※　西土佐診療所を除く

◎災害医療

ｺｰﾃﾞｨ　ﾈｰﾀー

（エリア担当）

福祉避難所

遺体安置所

遺体安置所

在宅

在宅 避難所

避難所

●医療救護所：
トリアージ＆

応急処置（【緑】）

●医療救護所：
トリアージ＆

応急処置（【緑】）

被災地域
（内陸部）

被災地域
（津波浸水域）

被災地域
（津波浸水域）

慢性疾患患者

対応（投薬所）

★災害拠点病院
（幡多けんみん病院）：

355床、医師59名

宿毛市

※　要配慮者

　のﾄﾘｱｰｼﾞ

※　要配慮者

のﾄﾘｱｰｼﾞ

◎災害医療

ｺｰﾃﾞｨ　ﾈｰﾀー

（エリア担当）

＠医療救護ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

（黒潮町）⇒外部支援：

ＡＭＤＡ等

※　検案・検視

※　検案・検視

※　外部支援
　（医療チーム）

一部【赤】・【黄】患者

◆救護病院①

（四万十市民病院）：

　99床、医師９名

※　直接、災害拠点病院等
へ搬送（空路）される場合あ
り

※　直接、災害拠点病院等へ
搬送（空路）される場合あり

◆救護病院②～⑤

（①以外）：412床、医師１５名

「赤」・「黄」
（主として「赤」）

「赤」・「黄」・「緑」

◇西土佐診療所（救護病院

⑥）：　19床、医師１名

◇救護病院以外の病院（３病院）と有床診
療所（西土佐診療所を除く４施設）：

265床・医師７名＋61床・医師５名

＝326床・医師１２名

？

愛媛県・四万十町？

「赤」・「黄」

在宅

一部【緑】患者

一部【赤】・【黄】患者 一部【緑】患者

＊協力

＊協力

薬局：２０か所（うち浸水１か
所
）
＊協力　（医薬品等の供給、
医薬品の仕分け等）

＊診療所（無床）：１４か所

（うち浸水１か所）、医師１４名

＊協力
（医療救護所の設置・運
営）

※　外部支援
　（医療チーム）

※　外部支援
　（医療チーム）

※　外部からのＤＭＡＴ・

　医療支援チームの派遣

＊診療所（無床）：２か所

（うち浸水１か所）、医師２名

＊協力
（医療救護所の設置・運
営）

＊協力

薬局
１か所（うち浸水１か所）

＊協力　（医薬品等の供給、
医薬品の仕分け等）

避難所内
◎医療ｺｰ

ﾃﾞｨﾈｰﾀ

※　外部支援
（医療チーム）

★災害拠点病院

　　（くぼかわ病院）

福祉避難所

Ｃブロック

黒潮町佐賀

各ｸﾞﾙｰﾌﾟ内
の連携連携・調整

＊上記以外診療所（無床）：

１か所（うち浸水１か所）、医師
１名、薬局：１か所（うち浸水１
か所）

●拳ノ川診療所
（無床）：医師１名

＊診療所（無床）：２か所
（うち浸水１か所）、医師２名、
薬局：１か所（うち浸水１か所）

＊地図（出典）：Google マップ

黒潮町

浸水予測図

拳ノ川診療所
（無床）

医療救護所
（避難所）

黒潮町役場

【大方地区】

【佐賀地区】

＊渡川病院（180床）、幡多病院（45床）、吉井病院（40床）

◎災害医療ｺｰﾃﾞｨ　ﾈｰﾀー

（支部担当：統括）

◎災害医療ｺｰﾃﾞｨ　ﾈｰﾀー

（支部担当：統括）

●医療救護所
（外部支援による）

●医療救護所

●医療救護所

●拳ノ川

　診療所

　（無床）

【四万十市】

【黒潮町大方】

【黒潮町佐賀】


